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本書は一般の方々の便宜のた
め有志により作成されたもので、
ATMEL社とは無関係であること
を御承知ください。しおりのはじ
めにでの内容にご注意ください。

AVR1907 : Xplainﾊｰﾄﾞｳｪｱ使用者の手引き

1. 序説
Xplain評価ｷｯﾄはATxmega128A1を評価するためのﾊｰﾄﾞｳｪｱ基盤です。

このｷｯﾄはXMEGAの周辺機能の正しい方法での使用開始とそれら自身の設計にXMEGAを統
合する方法を理解することをXMEGA使用者に許す広大な範囲の機能を提供します。

要点
■ ATxmega128A1ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ
■ 外部ﾒﾓﾘ
 ・ 8Mﾊﾞｲﾄ SDRAM
 ・ 8Mﾊﾞｲﾄ 直列DataFlash
■ AT90USB1287
 ・ 通信交換器
 ・ ATMEL® AVR® XMEGA®用書き込み器
■ ｱﾅﾛｸﾞ入力(ADCへ)
 ・ 温度感知器
 ・ 可変抵抗器
■ ｱﾅﾛｸﾞ出力(DACから)
 ・ 可聴帯増幅器経由の単一ｽﾋﾟｰｶ
■ ﾃﾞｼﾞﾀﾙ入出力
 ・ USB交換器を通したUART通信
 ・ 8つのﾏｲｸﾛ ｽｨｯﾁ釦
 ・ 8つのLED
 ・ 8つの予備ｱﾅﾛｸﾞ ﾋﾟﾝ
 ・ 8つの予備ﾃﾞｼﾞﾀﾙ ﾋﾟﾝ

図1-1. Xplain評価ｷｯﾄ

暫定

2. 関連物
FLIP (柔軟な実装書き込み器) 
http://www.atmel.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=3886

AVR Studio 4 (ATMELの無料IDE) 
http://www.atmel.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=2725

JTAGICE mkⅡ (ﾁｯﾌﾟ上のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの道具) 
http://www.atmel.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=3353

AVR ONE! (ﾁｯﾌﾟ上のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの道具) 
http://www.atmel.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=4279

http://www.atmel.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=3886
http://www.atmel.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=2725
http://www.atmel.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=3353
http://www.atmel.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=4279
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3. 全般情報
この資料はXplain評価ｷｯﾄ改訂3版を対象とし、故に資料の一部が初期改訂版の製品と一致しないかも知れません。初期改訂版に
ついては回路図を参照してください。これはそれらの改訂版に関して利用可能な唯一の資料です。

XplainｷｯﾄはATxmega128A1の実演が意図され、従ってAT90USB1287に関連するﾊｰﾄﾞｳｪｱは本資料で網羅されません。

図3-1. Xplainｷｯﾄの概要
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ｽﾋﾟｰｶ

XMEGAﾎﾟｰﾄA (J101)
USB(COMと電源)

ATxmega128A1

XMEGAﾎﾟｰﾄD (J102)

分路抵抗器

3.1. 書き込み済みﾌｧｰﾑｳｪｱ

XplainｷｯﾄはATxmega128A1とAT90USB1287の両方共に予め書き込まれて来ます。

XMEGAの書き込み済みﾌｧｰﾑｳｪｱはﾏｲｸﾛ ｽｨｯﾁ釦が押された時に異なる音を奏でます。

AT90USB1287の書き込み済みﾌｧｰﾑｳｪｱは自己ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ用ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞとUART-USB交換器のような機能を提供します。

3.2. 電源

このｷｯﾄはUSBｹｰﾌﾞﾙを通してﾊﾟｿｺﾝへ、または5V USB電源(AC/DCｱﾀﾞﾌﾟﾀ)へのどちらかにｷｯﾄを接続する給電の2つの任意選択を
許すUSBから給電されます。

3.3. XMEGA消費電力測定

ATmega128A1の評価の一部として、その消費電力を測定することに興味が有り得ます。R105抵抗器(0Ω)はXMEGA電力面(V_XM
ﾈｯﾄ)と基板の共通3.3V電源(V3P3ﾈｯﾄ)間の唯一の接続点です。高い抵抗値でR105分路抵抗器を置き換えることにより、ATxmega12 
8A1の消費電流を測定することが可能です。

3.4. USB交換器を通したXMEGAのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

USBを通したATxmega128A1のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞは暫定公開に於いて支援されません。

3.5. UART-USB交換器を通した通信

XMEGAのUARTC0はAT90USB1287のｿﾌﾄｳｪｱUARTに接続されます。AT90USB1287のUARTは、1開始ﾋﾞｯﾄ、8ﾃﾞｰﾀ ﾋﾞｯﾄ、ﾊﾟﾘﾃｨな
し、1停止ﾋﾞｯﾄを使用する9600bpsでの通信です。

AT90USB1287ﾃﾞﾊﾞｲｽが列挙される(ﾊﾟｿｺﾝへの接続)時、XMEGAから送信されたﾃﾞｰﾀが(仮想)COMﾎﾟｰﾄへ渡されます。これは送信
されたﾃﾞｰﾀをﾊﾟｿｺﾝ上で受信するのに端末ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの使用が可能なことを意味します。

同様にﾊﾟｿｺﾝのCOMﾎﾟ-ﾄから送信されたﾃﾞｰﾀは交換器を通してXMEGAのUARTへ渡されます。

例えばUSB電源ｱﾀﾞﾌﾟﾀからｷｯﾄへの給電で、USB装置が列挙(認識)されない場合、AT90USB1287ﾃﾞﾊﾞｲｽのUARTは回帰動作で動き
ます(受信したものをみな、そのまま送り返します)。
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4. ｺﾈｸﾀ
Xplainｷｯﾄは4つの100mil(2.54mm)10ﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞを持っています。2つはATxmega128A1とAT90USB1287をﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞするのに使用さ
れ、(他の)2つはXMEGAの予備のｱﾅﾛｸﾞとﾃﾞｼﾞﾀﾙのﾋﾟﾝをｱｸｾｽするのに使用されます(拡張ﾍｯﾀﾞ)。

4.1. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾍｯﾀﾞ

XMEGAは"JTAG & PDI XMEGA"ﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞ(J100)に外部のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ/ﾃﾞ
ﾊﾞｯｸﾞのﾂｰﾙを接続することによってﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞが行えます。このﾋﾟ
ﾝ ﾍｯﾀﾞは標準JTAG書き込み器ﾋﾟﾝ配列を持ち(AVR Studioのｵﾝﾗｲﾝ ﾍﾙﾌﾟ
を参照)、従ってJTAGICEmkⅡやAVR ONE!のようなﾂｰﾙを直接このﾍｯﾀﾞに
接続することができます。PDI使用でのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ/ﾃﾞﾊﾞｯ ｸﾞを望む場合、ｱ
ﾀﾞﾌﾟﾀが使用されなければなりません。

AT90USB1287はﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞを通してﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞすることができます。ﾌﾞｰﾄﾛｰ
ﾀﾞは基板に電力を印加する前に(ﾎﾟｰﾄF4)ﾋﾟﾝをGNDに短絡することによって
呼び出されます。これは"JTAG USB"ﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞ(J200)の1番ﾋﾟﾝと2番ﾋﾟﾝを
ｼﾞｬﾝﾊﾟで短絡することによって行えます。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞはAVR Studioでの"FL 
IP"ﾌﾟﾗｸﾞｲﾝを通して実行されます(自立型応用としても開始できます)。

FLIP(FLexible In-system Programmer)はWindows® 9x/ME/NT/2000/XPと
Linux x86で走行するATMEL所有の無料ｿﾌﾄｳｪｱです。FLIPはRS232,USB
やCANを通してﾌﾗｯｼｭ ﾃﾞﾊﾞｲｽの実装書き換えを支援します。

代わりに、AT90USB1287は"JTAG USB"ﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞ(J200)にJTAGICEmkⅡの
ような書き込みﾂｰﾙを接続することでもﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞすることができます。

ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞを消去するような書き込みﾂｰﾙを使用してAT90USB1287をﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾐﾝｸﾞすることが推奨されないことに注意してください。

表4-1. XMEGAのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ-JTAGとPDI

JTAG (注1)J100ﾋﾟﾝ PDI (注2)

TCK -J100-1

GND GND (注3)J100-2

TDO -J100-3

VCC VCC (注3)J100-4

TMS -J100-5

nSRST CLKJ100-6

VCC VCC (注3)J100-7

- DATAJ100-8

TDI -J100-9

GND GND (注3)J100-10

注1: JTAGICEmkⅡと他のATMELﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾂｰﾙ
用標準ﾋﾟﾝ配列

注2: JTAGICEmkⅡを接続するにはｱﾀﾞﾌﾟﾀが必要
(AVR Studioﾍﾙﾌﾟ参照)

注3: VCC/GNDﾋﾟﾝの接続のためだけに必要

4.2. 入出力拡張ﾍｯﾀﾞ

XMEGAのｱﾅﾛｸﾞ ﾎﾟｰﾄAは"XMEGA PORT A"ﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞ(J101)で利用可能です。これはﾎﾟｰﾄAのA/D変換器、D/A変換器、ｱﾅﾛｸﾞ比
較器への外部信号接続を使用者に許します。

XMEGAのﾃﾞｼﾞﾀﾙ ﾎﾟｰﾄDは"XMEGA PORT D"ﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞ(J102)で利用可能です。このﾎﾟｰﾄは汎用入出力と様々な通信部署(USART, 
SPI,TWI)が特徴です。

ﾎﾟｰﾄDの通信部署が各種の機能と特性を試験するために相互連結できることに留意してください。USARTはｼﾞｬﾝﾊﾟで通信を回帰、
またはﾎﾟｰﾄDの2つのUSART間で通信することができます。本来のSPIとSPI主装置動作でのUSARTは接続することができ、TWI部署
は回帰動作を得るために主装置と従装置を同時に許可することができます(ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗が必要)。

5. ﾒﾓﾘの接続
Xplainｷｯﾄは4ﾋﾞｯﾄSDRAMをｲﾝﾀｰﾌｪｰｽするために外部ﾊﾞｽ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(EBI)部署をどう使用するかを実演します。8MﾊﾞｲﾄのSDRAM 
(16Mﾋﾞｯﾄ×4)が3ﾎﾟｰﾄEBI動作(ﾎﾟｰﾄH,ﾎﾟｰﾄJ,ﾎﾟｰﾄK)で接続されます。

8Mﾊﾞｲﾄの直列DataFlash®がUARTC1に接続され、これはDataFlashをｲﾝﾀｰﾌｪｰｽするためにSPI主装置動作で動くことができます。

6. その他の入出力

6.1. ﾏｲｸﾛ ｽｨｯﾁ釦

8つのﾏｲｸﾛ ｽｨｯﾁ釦はXMEGAのﾎﾟｰﾄFに接続されています。各々の線をGNDに短絡するように釦が押された時を検知するために内
部ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟは許可されるべきです。

6.2. LED

8つのLEDはXMEGAのﾎﾟｰﾄEに接続されています。LEDはLow活性で、従って各々の線がXMEGAによってLowに引き込まれる時に
点灯します。

6.3. ｱﾅﾛｸﾞ入出力

NTC(ｻｰﾐｽﾀ)と可変抵抗器は各々、ﾎﾟｰﾄBのPINB0とPINB1に接続されています。これらのｱﾅﾛｸﾞ基準はA/D変換器への入力として
使用することができます。

可聴帯増幅器(と単一ｽﾋﾟｰｶ)はﾎﾟｰﾄBのPINB2に接続されています。このﾋﾟﾝはXMEGAのD/A変換器に接続され、従って音生成の方
法を提供します。
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7. 利用可能なｺｰﾄﾞ例とﾄﾞﾗｲﾊﾞ
Xplainｷｯﾄに関する即時開始の練習はATMELのｳｪﾌﾞｻｲﾄからﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることができます。この練習はXMEGA周辺機能の一般的
な紹介です。

更なる情報とXMEGA用のﾄﾞﾗｲﾊﾞは応用記述としてﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることができ、またATMELのｳｪﾌﾞｻｲﾄでも配布されます。

8. 改訂履歴
Xplainｷｯﾄの各種改訂版が公開され、これらの改訂版は完全に同一ではなく、従って使用基板を識別することで適切な関連性を保
つことができます。

8.1. 改訂1版

Xplainｷｯﾄの改訂1版は裏側にﾊﾞｰｺｰﾄﾞの張り札を持たないことによって識別することができます。

表8-1. Xplain改訂1 - 既知の問題

原因問題 対策

JTAG使用時、ATxmega128A1のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐ
ﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ中にｽﾋﾟｰｶが騒がしい。

可聴帯増幅器入力への漏洩混入のため
の問題

PDIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを使用するか、またはR30 
5抵抗器を取り外してください。

AT90USB1287のﾌﾗｯｼｭの応用領域を再
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞするのにFLIPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｿﾌﾄ
ｳｪｱにAT90USB1287が接続できない。

AT90USB1287にﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞが書かれてい
ない。

JTAGICEmkⅡのような外部ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 
ﾂｰﾙを使用し、最終ﾌｧｰﾑｳｪｱでAT90US 
B1287を更新してください。

改訂1版ﾊｰﾄﾞｳｪｱでATxmegaA1用既定
ﾌｧｰﾑｳｪｱが正しく動かない。

既定ﾌｧｰﾑｳｪｱは製品検査を含み、Data 
Flashが置き換えられているため、この製
品検査が通りません。

改訂1版用のﾌｧｰﾑｳｪｱを書いて(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐ
ﾝｸﾞして)ください。

8.2. 改訂2版

Xplainｷｯﾄの改訂2版は裏側に製品ID:A09-0560/2を持つﾊﾞｰｺｰﾄﾞの張り札によって識別することができます。

表8-2. Xplain改訂1と改訂2間の違い

注釈違い

DataFlashが45DB642D-CNUに変更 45DB642D-CNUが45DB041D-SUを置き換えます。

AT90USB1287ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞはJ200の1番ﾋﾟﾝと2番ﾋﾟﾝの短絡によって許可されます。

R305削除 ATxmega128A1のＪTAGでのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ中のｽﾋﾟｰｶでの雑音を消すため。

2つのｼﾞｬﾝﾊﾟ追加(J101とJ102に既定配置) 最終使用者の利便性のため。

8.3. 改訂3版

Xplainｷｯﾄの改訂3版は裏側に製品ID:A09-0560/3を持つﾊﾞｰｺｰﾄﾞの張り札によって識別することができます。

表8-3. Xplain改訂2と改訂3間の違い

注釈違い

SDRAM線の直列抵抗器削除 不要、故に削除しました。

分路抵抗器(R105)追加 これはATxmega128A1消費電流測定を許す0Ω抵抗器です。

音響増幅器は既定OFF
(R300はU300のSD線のﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝです。)

消費電力を削減し、ｽﾋﾟｰｶからの微かな雑音を低減します。

8.4. 改訂4版

Xplainｷｯﾄの改訂4版は裏側に製品ID:A09-0560/4を持つﾊﾞｰｺｰﾄﾞの張り札によって識別することができます。

表8-4. Xplain改訂3と改訂4間の違い

注釈違い

0Ω抵抗器でR400を置換 電力線の雑音を減らしますが、Xplain基板電流測定を禁止します。
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